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県教育委員会から

　情報化や少子化が進み、外で遊ぶこどもが減少している
現代社会において、こどもたちに様々な体験の場を提供
する学校や地域の役割がますます重要になってきます。
　自分の目で見て、手で触れて、考える体験は、教科
書からは得られないリアルな体験となり、自律性や積
極性の向上、人間性の形成につながっていきます。ま
た、体験の有無が、こどもたちの健康面にも影響する
ことが分かっています。
　和歌山の豊かな自然・文化・歴史に触れながら、ふる
さとへの理解と愛着を育むとともに、将来への視野を

広げることができる取組を引き続き進めて
いきます。

水槽で育った
アマ

モ

詳しくはこちら

わかやまスクールパワーアップ事業
～公立学校等の取組を応援します！～

　県内の公立学校等が独自に実施する、児童生徒の主体
的な取組や、地域の実情に応じた学校の取組を応援する
ための補助金事業です。

募集期間▶８月1日(金)～８月29日(金)

第
２
回

県義務教育課教育改革班
☎073-441-3661問

こどもたちの力を伸ばしたい！ 
学校を活性化したい！ 地域とさ
らに連携を深めたい！ そんな取
組の応募をお待ちしています。

白浜町立日置中学校

海の森プロジェクト
　波打つ音が聞こえる日常。校舎の窓には太平洋の大海原。白浜町立日
置中学校では、この「日置の魅力」を伝えたいと、地元企業や地域と連
携し、生徒手作りのフリーマガジン「ひきよせ」を作成しました。この冊
子を偶然手に取った日置（ひおき）電機株式会社（長野県上田市）とのご
縁からはじまった共同研究が、「海の森プロジェクト」です。地球温暖化
対策として注目されているアマモ※に着目し、近年世界中で減少が問題
となっているアマモ場の再生を目指し、探究学習を続けています。
　水槽内でアマモの種が発芽する条件（塩分濃度・土の成分等）を生徒
自身が考え、何度も失敗をしながら実験を繰り返し、ようやくアマモの
発芽と種子の形成に成功しました。苗を増やし、地域の海に植えること
を目標に活動する中で、生徒の責任感が育ち、ふるさとの海や自然を
守るための様々な活動へと広がっています。されど、これは果てしない
作業。日置（ひき）と日置（ひおき）の挑戦は、これからも続きます。
※アマモ…海洋生物の産卵場所や住処。水質の浄化と酸素供給に大きな役割を果たしている。

｢ひきよせ｣がつないだご縁から

有田市立糸我小学校

田んぼの学校
　有田市にある糸我小学校では、地域の方の協力を得て、アイガモ農法
での稲作体験をしています。
　「田んぼの学校」と題して、５年生を中心に、種まき、草取り、稲刈り、
脱穀、販売まで行います。また、アイガモの孵

ふ

化やヒナの飼育も手伝い、
田んぼに放鳥する前にはアイガモと散歩をするなど、生き物との関わり
も学びながら活動しています。
　こどもたちは、活動を通じて、地域の人々の思いや、米作りの大変
さ、食べ物の大切さに気付き、地域や社会をより良くするために、自分
たちにできることは何かを考える機会としています。

命と食の大切さを学ぼう

ふるさとの自然から学ぼう～体験と遊びを通して～
田辺市教育委員会

森林環境教育カリキュラム
　「木の国」と呼ばれる、豊かな森林に囲まれた和歌山。田辺市教育
委員会では、田辺市熊野ツーリズムビューローの協力のもと、従来の
熊野古道の歴史や森林に関する学習に、木工体験、植林、間伐等の森林
でのフィールドワークといった体験活動を組み合わせた「森林環境教育
カリキュラム」を推進しています。
　こどもたちは事前学習において、人と自然との関わりについて学んだ
あと、実際に森林の中に入り、木や土に触れ、水の流れや植生について
学びます。ハンモックやマットを使った森林浴体験や、のこぎりを使った
丸太切り体験では、道具の使い方や、自然の中で遊ぶ楽しさを肌で実
感します。また、伐採現場を見学し、木が加工されて商品になる過程を
知ることで、共存することの大切さを学び、自然の価値を再認識します。
　今後は田辺市内全ての小学校において体験活動を実施し、森林だけ
でなく、川へ、海へと体験活動を広げていく予定です。

　粉河高等学校には、2002年に発足したKOKÔ塾「まなびの郷」という活
動があります。年齢や職業の異なる地域の方々と交流したり、まちの活性化
に取り組んだりすることで、地域に愛着を持ち将来地域に貢献しようとする
態度を身につけることを目的に、２つのグループ（WG）で活動しています。
　「まちづくりWG」では、2019年に粉河地域の盆踊り大会を復活させ
ました。コロナ禍の中断はありましたが、地域の方々の要望に応え、昨年
「KOKÔ×KINOWA～踊～」として再び実施することができました。
　「教育福祉WG」では、粉河中学校の生徒に地域の文化や歴史を案
内する「粉河ガイド」を行ったり、七夕プロジェクトとして、小学生とと
もにとんまか通りで笹に短冊を飾ったりしました。
　こういった活動を繰り返し体験することで、地域の方々から必要と
されている有用感や自己肯定感が一層高まります。
　これからも、この活動が地域になくてはならないものであるよう、
KOKÔ塾「まなびの郷」に取り組んでいきます。

和歌山県立粉河高等学校

KOKÔ塾

地域とともにまちづくり
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プ
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本県では、こどもたちの豊かな心を育むために、ふるさと学習や
農業体験、森林学習など、様々な体験学習を学校で実施しています。
今回は4つの授業や体験活動を紹介します。

豊かな心の育成をめざして
教室をを飛び出そう!!

和歌山県PRキャラクター「きいちゃん」

アイガモ放
鳥

苗取り
丸

太切り体験

森林浴体験

KOKÔ×KINOWA ～踊～

和歌山県PRキャラクター「きいちゃん」

2 3輝く ！ 紀の国の教育 第53号　令和7（2025）年 7月 輝く ！ 紀の国の教育 第53号　令和7（2025）年 7月


